
                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅰ

Ⅰ①

Ⅰ①1

Ⅰ①1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ①1-1-1
★救命センター指導
医の確保

専従１名・兼任１名 ５名 Ｈ２７年度 ３名

Ⅰ①1-1-2 救急専属医師の増員

循環器科は常駐、消
化器科・外科・産婦
人科・脳外科はオン
コール（呼出）

３名 Ｈ２７年度
日中は常に救急
専属医師が救命
センターに常駐

Ⅰ①1-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ①1-2-1
緊急開腹開胸止血術
の体制整備

検査・処置がほぼ完
結しており、緊急手
術も緊急開腹開胸止
血術の体制が整いつ
つある

スタッフ、器具が
整い、緊急開腹開
胸止血術が滞りな
く行える

Ｈ２６年度
救命救急セン
ターの組織変更
の検討

Ⅰ①1-2-2

★心疾患や脳卒中の
救急対応の強化
(心血管撮影，ＭＲＩ
等)

夜間・休日は呼出対
応、初期の基本対応
を行って呼出者の到
着を待つ

呼出者を待たず、
すべての技師が迅
速に対応できる

Ｈ２７年度

呼出となる検査
の基本対応を見
直し、技師の育
成を図る

Ⅰ①1-2-3
救急撮影技師の認定
取得

救急における画像診
断の重要性から有用
な画像を迅速に提供
する人材が必要

日勤帯の常駐も視
野に、認定者２～
３名

Ｈ２７年度 認定技師１名

Ⅰ①1-2-4
感染症などの流行時
の体制強化

24年末に試験実施

輸入感染症やｲﾝﾌﾙｴ
ﾝｻﾞなどの感染症流
行時にセンタ－内
での検査実施

Ｈ２７年度
年末年始やイン
フルエンザ等の
流行時の増員

Ⅰ①1-2-5
OPE室看護師の常駐化
(夜勤の導入)

OPE室看護師の宅直体
制(自宅待機体制)

OPE室看護師の常駐
化(夜勤の導入)

Ｈ２８年度 －

Ⅰ①1-3

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ①1-3-1

医師会への働きかけ
や広報による救命救
急センター入院率の
向上

救急患者の入院率
２０～２１％

３０％以上 Ｈ２７年度 ２４～２５％

Ⅰ①1-3-2

★トリアージナース
（傷病緊急度を判断
する看護師）の育成

夜勤看護師が実施し
ている
　　8人

トリアージナース
の人員確保
　　12人

Ｈ２７年度 9人

Ⅰ②

Ⅰ②1

Ⅰ②1-1

基本方針
Ⅰ．地域の基幹病院として、救急医療・災害医療・先進的医療を含む、質の
  高い急性期医療の提供に努めます。

≪基本方策≫

　◆将来の姿－２４時間３６５日眠らない病院－
　　知多半島全域の急性期疾患に対応し、いつでも急性期病院の機能を最大
  限発揮できる病院を目指します。

・救急主要科（循環器科・消化器科・外科・産婦人科・脳外科等）の常駐体制を構築
します。

・救命救急センター内で検査・処置が完結し、緊急手術も可能とします。

１ 救命救急センターの充実

①救急医療の強化

・救命救急センター利用の適正化を図ります。

・様々な場面や状況を想定した訓練を、大小様々な規模で実施し、その都度課題を整
理し改善を図っていくことで災害時の対応のレベルアップを図ります。

②災害時の医療体制の整備

１ 訓練の実施と災害時の連携強化

1 ★は優先度の高い取組み



具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ②1-1-1
研修会や講演会の開
催

24年度6月災害対策講
演会を開催

災害に対する意識
啓発と知識の取得

Ｈ２５年度

災害に対する意
識を風化させな
いため講演会を
開催(H25.7.6)

Ⅰ②1-1-2
各部署での訓練の質
の向上

部署の職員だけで訓
練を計画・実施して
いる

他部署職員や災害
対策部会員も参加
し客観的視野で訓
練内容を検証する

Ｈ２５年度

各部署の訓練に
他部署職員、災
害対策部会員の
参加

Ⅰ②1-1-3
各部署での訓練の強
化

科別や部署別の小訓
練が行われたが、継
続的ではなく、全部
署では行われていな
い。

各部署での訓練
最低２回/年

Ｈ２６年度
各部署での訓練
最低１回/年

Ⅰ②1-1-4

災害対策部会とDMAT
（災害派遣医療チー
ム）の連携強化

個々で活動している 連携訓練の実施 Ｈ２６年度 体制整備

Ⅰ②1-1-5

CTやMRIなど、検査室
ごとの災害訓練の実
施

心血管撮影室の災害
訓練実施（DVD作成）

職種間の災害認識
と訓練成果の向上

Ｈ２７年度
各検査室のマ
ニュアル作成

Ⅰ②1-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ②1-2-1
★知多半島医療圏災
害連携会議の継続

県の災害対策が動き
始めたため連携会議
の活動が休止する可
能性がある

県のシステムでカ
バーできない地域
の問題を継続的に
検討

Ｈ２５年度
防災講演会と同
時に連携会を開
催 (H25.7.6)

Ⅰ②1-2-2

半田市の防災訓練で
の災害医療コーディ
ネーターの活用

災害医療 コー ディ
ネーターの具体的な
動きが不明確

半田・武豊・阿久
比などの関係の深
い医療機関や消防
も参加して災害医
療コーディネー
ターとの連携を確
認

Ｈ２５年度

半田市防災訓練
時に災害医療
コーディネー
ターを中心とし
て近隣医療関係
者の連携を確認

Ⅰ②1-2-3
★域内医療機関合同
訓練の実施

実施できていない
域内災害連携会の
組織的運営を図り
合同訓練の実施

Ｈ２５年度
組織形成、机上
訓練の実施
(H25.8.30)

Ⅰ②1-2-4 薬薬連携の強化
1回/2ｹ月の勉強会・1
回/1月の打合

知多薬剤師会と災
害時の協力体制の
構築

Ｈ２６年度
調剤薬局との合
同訓練の雛形の
作成

Ⅰ②1-2-5

他病院との災害時相
互利用（貸出）可能
機器の確認

把握できていない
相互利用可能機器
等のリストアッ
プ・把握

Ｈ２７年度
緊急時の委託・
受託可能な機器
のリストアップ

Ⅰ②1-2-6
ミニマム（必要最小
限）患者情報の確保

個々の病院が持って
いる

ミニマム患者情報
のサーバー設置

Ｈ２８年度 医療圏内の打合せ

Ⅰ②1-2-7 医療情報の共有
個々の病院が持って
いる

他病院情報をお互
いに共有

Ｈ２８年度 施設間の打合せ

Ⅰ②2

Ⅰ②2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ②2-1-1

★自家発電能力の増
強及び燃料タンクの
更新

現状の燃料タンクで
は、補給なしの場合
15時間程度しか送電
できない

停電時に自家発電
装置でCT、手術室
が使用可能な状態
を3日間維持

Ｈ２５年度
自家発電装置1基
増設及び燃料タ
ンクの更新

Ⅰ②2-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ②2-2-1
輸血検査試薬と輸血
製剤の確保

血液型試薬は別途確
保

検査試薬の一週間
分在庫、および輸
血製剤の災害時の
供給方法の確認

Ｈ２７年度

備蓄試薬と在庫
試薬の再検討、
災害時の輸血製
剤の供給方法確
認

・災害の長期化等により燃料が枯渇した場合も想定し、ハード・ソフト両面で強化に
努めます。

・知多半島医療圏全域の病院で災害対策に取り組み、関係機関との連携の強化や相互
の支援体制の強化を進めます。

２ ライフラインの確保と停止時の対応

・自家発電装置等の能力の増強を図ります。

2 ★は優先度の高い取組み



Ⅰ②2-2-2 蓄電池の充実

院内非常 灯、 ＩＣ
Ｕ、ＮＩＣＵ、検査
科の一部、電算機の
み設置

ＥＲ、人工透析
室、手術室等を含
め設置

新病院開設時 －

Ⅰ②2-3

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ②2-3-1 紙データの電子化 紙カルテのまま すべて電子化 Ｈ２５年度 終了

Ⅰ②2-3-2
★電子データの外部
保管

カルテ・医事情報の
みをテープにて外部
保管

オンラインバック
アップ

新規電子カ
ルテ導入時
Ｈ２８年度

システムの検討

Ⅰ②2-3-3
病院間ネットワーク
の構築

なし 構築 Ｈ２８年度

名古屋医療セン
ターが中心と
なっているシス
テム導入の検討

Ⅰ③

Ⅰ③1

Ⅰ③1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ③1-1-1

★主要がん治療に関
するインジケーター
（指標）の開示

未実施 全科で開示する Ｈ２６年度 開示項目等の検討

Ⅰ③1-1-2

がん治療に貢献する
ための最 新の 検査
法、測定機器の導入
（遺伝子検査など）

未導入 導入 Ｈ２７年度
最新検査情報の
収集

Ⅰ③1-1-3

高性能ＣＴ装置の導
入
(64列超の最速撮影CT
装置）

64列の2台体制(6年
リース）H19.5と
H24.11に導入指標と
して心臓CTの現状値
　　H22年／252件
　　H23年／228件
　　H24年／265件

高性能ＣＴ装置を
導入することによ
り、知多医療圏を
担う中核病院とし
て、先進的医療を
提供する
目標値：480件/年

Ｈ２７年度

高性能CTへの更
新心臓CTの目標
値は
　　1.25件／日
　　300件／年
（診療日数240日
で）

Ⅰ③1-1-4

定位放射線治療(リニ
アックナイフ)患者の
増加

リニアックナイフの
件数が伸び悩んでい
る
現状値：H22年／42件
　　　　H23年／23件
　　　　H24年／39件

近隣の医療機関に
流れる紹介患者を
当院で獲得する
目標値：50件/年

Ｈ２７年度

近隣医療機関へ
の広報活動と紹
介依頼
目標値：45件／
年

Ⅰ③2

Ⅰ③2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ③2-1-1

★専門職への診療報
酬特別手 当の 支給
（確保困難職域）

なし 支給 Ｈ２６年度 制度の検討

Ⅰ③2-1-2
心臓リハ ビリ テー
ション指導士の育成

資格所有者なし 資格取得 Ｈ２６年度
講習会、研修会
への参加

Ⅰ③2-1-3

キャンサ ーボ ード
（がんに関するカン
ファランス）の充実

外科と内科とで行な
われている

情報共有の教育の
場の確保

Ｈ２６年度
多職種が参加で
きる勉強会の開
催

Ⅰ③2-1-4
認定検査 技師 の養
成、増員

超音波検査認定など
各種認定取得済
細胞検査士：３名
超音波検査士：５名
輸血検査士：１名
緊急検査士：４名

細胞検査士：４名
超音波検査士：７
名
輸血検査士：２名
緊急検査士：６名

Ｈ２７年度

細胞検査士：１
名増
超音波検査士：
２名増
緊急検査士：１
名増

③先進的医療の充実

１ がん治療の充実や専門性の高い医療の導入

・必要な機器の整備を進め、当院での治療実績や治癒率等が適切な評価が受けられる
よう情報公開の充実を図ります。

２ 技術・知識取得のための人材育成

・被災時でも電子カルテ情報が利用できるシステムを構築します。

・専門医の確保に努めるとともに、技術・知識や資格取得のため研修等に派遣し、専
門スタッフの育成に努めます。

3 ★は優先度の高い取組み



Ⅰ③2-1-5
専門放射線技師の認
定取得

放射線取扱主任者３
名、治療４名，物理
士１名、核医学２
名，乳房５名、ＣＴ
３名，医療情報１名
など

ＭＲＩ専門技師１
名をはじめ、各認
定の１名増

Ｈ２７年度 救急撮影技師１名

Ⅰ③2-1-6
がん専門薬剤師の増
員

がん専門薬剤師1名
がん専門薬剤師1名
増員

Ｈ２７年度
育成のため学
会・研修会へ参
加させる

Ⅰ③2-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅰ③2-2-1

実戦的な研修ができ
る病院であることの
ＰＲ

名古屋にも近く、経
験症例も豊富で実戦
的な研修ができる病
院であることが十分
に知られていない可
能性が高い

研修医のフルマッ
チ

Ｈ２５年度

ホームページの
内容検討や各大
学へのＰＲ活動
の強化

Ⅰ③2-2-2

後期研修医の受入れ
が可能であることの
ＰＲ

地方大学の囲い込み
で初期研修を地方で
行ってい る研 修医
で、ある程度愛知県
に帰りたがっている
人がいる可能性があ
る。また、有名病院
は多くの初期研修医
から後期研修医を選
抜するため、外部か
ら後期研修医を採用
するだけの余裕がな
いと推察される

他県からの後期研
修医の採用

Ｈ２６年度

後期研修に適し
ており、積極的
に受入れること
をホームペー
ジ、研修医の
ネットワークを
通じて最大限Ｐ
Ｒする

Ⅰ③2-2-3
リハビリ臨床実習学
生の受入れ

PT（理学療法士）・
OT（作業療法士）・
ST（言語聴覚士）に
て年間17人（見学も
含めて）受け入れて
いる

現状維持17名 Ｈ２７年度 １７名

Ⅰ③2-2-4

放射線技師実習生の
積極的な受入れ（教
育側のスキルアッ
プ）

県内専門学校１校と
県外の大学１校から
２～３名／年

人材育成の環境を
確立して学校側や
実習生の高い評価
と信頼を得る
５校から６名／年

Ｈ２７年度 ４名／年

Ⅰ③2-2-5 薬学実習生の受入れ 9名/年の受入れ 12名/年 Ｈ２７年度
8名/年

（現状維持）

・基礎教育・継続教育の積極的受け入れを推進し、人材の育成に努めます。

4 ★は優先度の高い取組み



Ⅱ

Ⅱ①

Ⅱ①1

Ⅱ①1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ①1-1-1

リハビリ科での職種
に即したマニュアル
作成

科としての医療安全
マニュアルはあるが
職種別になっていな
い

新マニュアルの周
知・徹底

Ｈ２５年度
職種に即したマ
ニ ュ ア ル 見 直
し・作成

Ⅱ①1-1-2

研 修 ・ 医 療 安 全
ニュースによる医療
安全マニュアルの周
知

マニュアルが十分周
知されていない（Ｈ
24年度ラウンド（職
場巡視）にて正解は
55％）

ラウンドにてマ
ニュアル内容確認
の正解率75％以上

Ｈ２７年度 正解率65％以上

Ⅱ①1-1-3
★マニュアルの簡素
化

マニュアルが複雑で
解りにくい

解りやすいマニュ
アルの作成

Ｈ２７年度

内容を見直し構
成を解りやす
く、可能なもの
は図式化するな
ど構成の検討

Ⅱ①1-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ①1-2-1 ★医師報告数の増加
医師の報告数はH24年
度 9.2 ％ 以 下 （ 248
件）

医師の報告数10％
以上

Ｈ２５年度
医師の報告数
10％以上

Ⅱ①1-2-2

★職種の垣根を取り
払ったレポート報告
の推奨

軽微なことと判断し
て報告されない事例
があるが、そこに危
険が隠れている場合
がある
H24年度2,702件

セーフティレポー
ト（医療安全報告
書）
2,700件以上

Ｈ２５年度

軽微な事や未然
に防ぐことがで
きた事例も報告
する
2,700件台維持

Ⅱ①1-2-3

医療安全管理委員会
議事録の全職員への
周知

議事録の確認はアン
ケート結果にて職員
の61％

ラウンドにて議事
録確認80％以上

Ｈ２７年度
ラウンドにて議
事録確認70％以
上

Ⅱ①2

Ⅱ①2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ①2-1-1

定期的な知識・情報
交換ミ－ティングの
開催（科内、院内）

科全体の月毎の勉強
会と情報交換会

大小様々な単位で
の定期交換会開催

Ｈ２５年度 定期開催

Ⅱ①2-1-2

★パワハラを問題視
し、解決 でき る風
土・システムの整備

パワハラをあきらめ
て抗議しない傾向が
ある（Ｈ 24年 度２
件）

パワハラに関する
セイフティレポー
ト（医療安全報告
書）数の増加

Ｈ２７年度 20件以上

Ⅱ①2-2

基本方針
Ⅱ．医療安全の徹底を図り、適切な医療を提供します。

≪基本方策≫

２ コミュニケーションの向上とリスク感性の向上

・職種や世代の隔たりなく情報の共有化が図られるよう、コミュニケーションの向上
に努めます。

・全職員を対象に医療安全研修等を実施し、リスク感性の向上やチームワーク力の向
上を図ります。

・セーフティレポート（インシデント・ヒヤリハット）の報告を推進し、検証・分析
結果を職員に周知し、事故の未然防止、再発防止に努めます。

・医療安全マニュアルを簡素化し、周知を徹底するとともに、ルールを守る組織風土
を高め、マニュアルの徹底を図ります。

１ 医療安全マニュアルの徹底とヒヤリハットの活用

①医療事故発生の防止

　◆将来の姿－医療事故ゼロの病院－
　　医療事故がなく、満足度の高い医療サービスを提供できる病院を目指し
  ます。

5 ★は優先度の高い取組み



具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ①2-2-1

個人の責任と自覚を
促す内容も盛り込ん
だ研修会の開催

システムの改善は図
られているが、ルー
ルが守られないこと
によるインシデント
（事故になりかねな
い事態）報告が続い
ており、システムを
重視し過ぎて個人の
責任感が低下してい
る危険性がある

医療安全はシステ
ムのたゆみない改
善と個人の責任感
の両者が噛合って
こそ効果を発揮す
ることを周知・共
有する

Ｈ２５年度

医療安全教育研
修会で医療人と
しての責任感・
使命感の重要性
を強調し理解度
を深める

Ⅱ①2-2-2
参加型の研修会を今
後も引き続き行う

必須の研修会は、ス
タッフ全員が参加し
ている

自ら研修会を開催
する

Ｈ２７年度
全員参加と企画
の立案

Ⅱ②

Ⅱ②1

Ⅱ②1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ②1-1-1

人間心理の理解に根
ざした接遇教育の実
施

マナー講座的な研修
会の実施

対人心理に関する
本の著者などの患
者心理と接遇に関
する講演会の開催

Ｈ２５年度

深い人間理解の
教育講演会の開
催により現場の
接遇向上に繋げ
る。

Ⅱ②1-1-2

外来・入院患者アン
ケートの実施による
患者対応の状況把握
と改善により患者満
足度の向上に努める

外来患者アンケート
は以前から年２回実
施しており、患者か
らの意見で改善が必
要な項目については
関係部署に報告し改
善している

全体の平均的な評
価について、良い
以上の評価合計を
90％以上とする

継　続

入院患者アン
ケートを25年度
から年2回実施
し、外来・入院
とも全体の平均
的な評価合計を
85％以上とする

Ⅱ②1-1-3

★患者サービスや
ニーズに対応した適
材適所なスタッフの
配置

女性特有の疾患が急
増しており、それに
ともなう女性技師の
ニーズも高まってい
る
女性技師３名

女性専用の検査フ
ロアの開設、女性
特有の病気の検査
を女性技師のみで
担当する

新病院開設
時

女性技師の採用
を計画的に推進
する

Ⅱ②1-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ②1-2-1

★職員にメディエー
ション（傾聴姿勢を
徹底し患者の立場に
立った応対）研修実
施

事例対応研修を一部
の職員に実施

全員職員に実施 Ｈ２９年度
職員の25％に実
施

Ⅱ②2

Ⅱ②2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ②2-1-1

待ち時間を退屈せず
過ごすためのマガジ
ンラック（雑誌棚）
の増設と雑誌の早め
の更新

マガジンラックはあ
るが不十分。雑誌も
あまり更新されてい
ない

マガジンラックが
雑誌等の更新も含
め有効に活用され
ている

Ｈ２５年度 7月更新

Ⅱ②2-1-2
放射線一般撮影の待
合環境向上

冬の寒い日は入院患
者さんには、ブラン
ケット（毛布）を貸
出したり、看護局を
通じて、防寒対策を
病棟に依頼している

待合環境の向上 Ｈ２５年度

廊下の監視カメ
ラを有効利用し
て、待ち時間の
短い時間帯や撮
影室の状況を病
棟に情報提供す
る

・患者さんに対しての十分な説明と傾聴姿勢を徹底し、患者さんの医療者に対する信
頼確保に努めます。

２ 待ち時間の短縮と環境整備

・診療、検査、会計等の待ち時間の短縮に務めるとともに、待ち時間等を少しでも快
適に過ごすことができるよう環境の整備に努めます。

②患者満足度の向上

１ 接遇やメディエーション能力の向上

・外部講師招聘による研修を実施し、接遇の向上に努め、相手の立場に立った応対が
できるよう意識付けや環境の整備を図ります。
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Ⅱ②2-1-3

検査や採血待ち時間
を利用した検査につ
いてのＰＲ

採血室内に検査関連
パンフレットを設置

ビデオの設置と冊
子・パンフレット
の充実

Ｈ２７年度
壁掛けビデオの
設置による検査
ＰＲ

Ⅱ②2-1-4
待ち時間短縮を考慮
した検査機器選定

24年度導入
待ち時間の短縮に
つながる機器の選
定

継続
機器導入時

現有機器の運用
改善

Ⅱ③

Ⅱ③1

Ⅱ③1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ③1-1-1
警察と顔の見える関
係の構築

現在も警察との関係
は比較的良好だが、
今後も連携の強化を
図る

警察幹部と病院幹
部の関係強化

Ｈ２５年度

病院幹部と医療
安全メンバーで
警察の担当者と1
回/年程度のミー
ティングを行い
顔の見える関係
を強化

Ⅱ③1-1-2

対応困難患者に対す
る経験が豊富な演者
によるタイプ別対応
の講演会開催

対応困難な患者の対
応は問題 が大 きく
なってから医療安全
コアメンバーが対応
することが多い

対応困難な患者も
ある程度類型化さ
れ、医療者として
の対応の基本原則
の確立、特に現場
で対応に当たる職
員の理解を深める

Ｈ２５年度
タイプ別対応の
講演の開催

Ⅱ③1-1-3
暴言・暴力対応への
研修会の定期開催

研修は不定期に実施 年1回実施 Ｈ２７年度 年1回実施

Ⅱ③1-1-4
★夜間・ 休日 の暴
言・暴力対応の強化

平日・日勤帯には安
全保安員が常駐

夜間・休日も配備 Ｈ２９年度
必要時における
呼びだし対応の
実施

Ⅱ③2

Ⅱ③2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅱ③2-1-1

★看護助 手、 ＭＡ
（医師事務作業補助
者）の増員による医
師・看護師の負担軽
減

看護助手・ＭＡを増
員し、優秀な人材の
確保と離職防止を図
り、準夜帯にも看護
助手を配置する必要
がある。
ＭＡ　25対1体制

ＭＡは15対１体
制、看護助手は救
命センターなどで
も準夜配置できる
だけ増員

Ｈ２７年度 ＭＡ20対1体制

Ⅱ③2-1-2

★夜間の看護補助者
の雇用促進（雇用条
件の向上）

２名のみ配置 全病棟に配置 Ｈ２９年度 ２名追加配置

・スタッフの確保、協力体制の強化等により働きやすい職場づくりに努め、ワーク・
ライフ・バランスの充実を図り、心身の負担軽減に努めます

２ 心身の負担軽減

③職員の安全の確保

１ 暴言・暴力への対応強化

・暴言・暴力へは職員全体で毅然とした態度であたるものとし、警察をはじめとする
関係機関と連携し、防止・解決を図ります。
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Ⅲ

Ⅲ①

Ⅲ①1

Ⅲ①1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅲ①1-1-1

開業医訪問による情
報提供での紹介・逆
紹介率の向上

紹介率60％強、
逆紹介率50％強

紹介率65％
逆紹介率60％

Ｈ２５年度
紹介率65％
逆紹介率55％

Ⅲ①1-1-2

★院内で登録医（医
科・歯科）を対象と
した、当院の施設紹
介と各科部長との顔
合わせとなる会の開
催

近隣の病院では毎年
開催されているが当
院では未開催

平成２５年秋の開
催

Ｈ２５年度 企画運営と開催

Ⅲ①1-1-3

医療機関 訪問 を継
続、要望や意見を院
内にフィードバック
し対応改善を図る

苦情等の問題事項は
部長にのみ報告して
いる

年1回の訪問継続に
よる当院の方針説
明及び要望等の聞
き取りによる関係
強化

Ｈ２５年度

大府・東海を除
く3市5町の医療
機関を年1回訪問
し、意見を運営
委員会でフィー
ドバックする

Ⅲ①1-1-4

医師会との意見交換
会への多くの科の医
師の出席

内科系の医師の出席
が少ない

医師会との意見交
換会になるべく多
くの科の医師が出
席

Ｈ２５年度
内科系の医師の
出席増

Ⅲ①1-1-5

半田病院主催での半
田市医師会、知多郡
医師会との意見交換
会等の開催

現在半田市医師会主
催の医師会と半田病
院の意見交換会は年
に1回開催されてい
る。

半田病院主催の意
見交換会の開催

Ｈ２７年度
企画運営と開催
準備

Ⅲ①1-1-6
★開放病床の利用促
進

連携室に相談のある
ケースで開放病床利
用している
開放病床利用：1例/
月

開業医からの入院
相談窓口となる。
病床利用：3例/月

Ｈ２７年度

窓口開催のｲﾝﾌｫ
ﾒｰｼｮﾝと運用規定
作成準備、開放
病床利用：2例/
月

Ⅲ①2

Ⅲ①2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅲ②2-2-1
★紹介･逆紹介の多い
施設への訪問を実施

昨年、老健･特養に訪
問している

顔の見える関係の
構築

Ｈ２５年度

1次,2次救急患者
の受診について
の依頼を10施設
に訪問して行う

Ⅲ②2-2-2
看護連携会、医療連
携学習会の開催

看護連携会議1回 /
月、医療連携学習会2
回/年を実施

課題を共有し改善
を図る

継続

地域医療の現
状・当院への要
望をフィード
バックし改善す
る

Ⅲ②2-2-3
包括支援センターと
の迅速な連携

一部のケースは包括
支援センターとの迅
速な連携ができてい
る

様々なケースに対
応できる体制を整
える

継続

問題事例のケー
スカンファ開催
と定期的な情報
交換会を開催

２ 訪問活動の充実と病診予約の充実

・訪問活動の充実等により、介護施設、訪問看護ステーション・包括支援センターと
の連携強化を図ります。

①医療機関・介護施設等との連携強化

　◆将来の姿－地域の医療をつなぐ病院－
　　地域医療支援病院としての役割を果たし、在宅を含めた医療・介護をつ
  なぎ、適切な役割分担と地域医療の発展を図ります。

≪基本方策≫

基本方針
Ⅲ．地域の医療機関、介護施設等との密接な連携を図り、地域完結型医療を
  推進します。

１ 医師会や開業医との関係強化

・医師会とのさらなる関係強化、開業医との顔の見える関係づくりに努めます。
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Ⅲ①2-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅲ①2-2-1
シームレスケア連携
での意見交換

昨年まで介護施設と
連携会を年3回開催

病診予約制度の確
立

Ｈ２５年度

知多半島の老健
13施設を訪問
し、有床病院連
携・病診予約に
ついて説明

Ⅲ②

Ⅲ②1

Ⅲ②1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅲ②1-1-1

★医師会のＩＴ担当
メンバーと医療情報
管理室メンバーとの
検討部会で患者情報
共有化の具体的案を
作成

情報は紹介状のみで
の情報伝達。

次回の電子カルテ
更新時に半田市医
師会のネットワー
ク（Dr Web）と医
療情報が相互に閲
覧できるシステム
の導入

平成２６年
度

地域連携システ
ム導入に向けて
の検討部会での
調査・研究

Ⅲ②1-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅲ②1-2-1

ケアマネージャーと
の情報シート運用の
検討
（医療と介護の情報
伝達ツールの統一と
簡素化）

居宅介護支援事業所
ごとの様式があり、
入院時情報として活
用しにくくなってい
る

共通の情報ツール
の施行運用開始

Ｈ２５年度
在宅ケア連携推
進協議会等を利
用し調整する

Ⅲ②1-2-2
★連携施設との情報
伝達の効率化を図る

空床状況等の情報交
換

圧迫骨折、誤嚥性
肺炎など早期転院
のための医連携体
制構築

Ｈ２６年度
圧迫骨折の連携
体制の構築

Ⅲ②2

Ⅲ②2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅲ②2-1-1

登録医療機関紹介の
情報を把握しパンフ
レットを作成

半田市医師会で実施
可能な検査・治療は
把握している

地域医療機関で実
施可能な検査･治療
を把握し、患者に
適切な情報提供す
る

Ｈ２６年度
登録医療機関の
情報把握

Ⅲ②2-1-2 市民公開講座の開催

平成23年度に「自宅
での看取り」の市民
公開講座を開催して
以来実施できていな
い

当院の機能・役割
の啓蒙活動を実施
し、市民に急性期
医療の理解を求め
る

Ｈ２７年度
企画運営ができ
る準備

Ⅲ②2-1-3

調剤薬局へのお薬手
帳を利用した患者情
報の引継ぎ方法の
ルール化

1回/2ｹ月の勉強会・1
回/1ｹ月の打合

スムーズに転院が
できるよう連携の
仕組み構築

Ｈ２７年度
患者情報の引継
ぎ方法のルール
化へ取り組む

Ⅲ②2-1-4

一般外来診療の、完
全紹介・予約外来制
への移行

紹介状を持たない軽
症新患及び長期経過
後の再診患者（予約
なし患者）の受診に
よる予約患者の診察
遅れや、医師の外来
診療時間延長により
午後予定のオペに支
障が出る恐れがある

地域の医療機関の
適切な役割分担と
質の高い急性期医
療の提供

全科への移
行は、概ね
５年から１
０年後

診療に支障が生
じている診療科
から、段階的
に、完全紹介・
予約外来制へ移
行

Ⅲ②2-2

②円滑な連携体制と地域医療の発展

・受け入れ前後の情報伝達を適切に行い、退院後も密な関係を維持します。

・資格取得者の知識やスキルを地域の資源として効果的に活用できる取り組みを強化
します。

・地域医療の拠点として、各施設の適切な役割分担の推進に努めます。

１ 医療機関・施設等との患者情報の共有と適切な情報伝達

２ 適切な役割分担と知識やスキルの共有

・特別養護老人ホーム・老人保健施設からの病診予約制度を確立し、連携体制の強化
に努めます。

・患者情報の共有化を図り、施設間の円滑な連携体制を構築します。
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具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅲ②2-2-1

地域医療支援病院と
して地域の放射線技
師と知識交流を深め
る研修会や学習会の
開催

H24年度に試みとし
て、診療報酬改定の
学習会を地域の放射
線技師を招いて実施

年２～３回の開催 Ｈ２５年度
地域の放射線技
師向け学習会を
２回開催

Ⅲ②2-2-2

地域の看護職員に対
し、院内の認定コー
スや勉強会への参加
機会の提供

なし
地域の看護職員の
スキルアップ

Ｈ２６年度 勉強会のＰＲ

Ⅲ②2-2-3
地域看護職員との交
流会・学習会の実施

なし
地域の看護職員の
スキルアップ

Ｈ２６年度 実施の企画検討

Ⅲ②2-2-4

他施設からの検査技
師研修受け入れ（認
定資格取得のため）

知多市民、常滑市民
病院より超音波検査
認定のための受入れ
２名

積極的な受入れ体
制

Ｈ２７年度 ２名

Ⅲ②2-2-5

他施設検査技師との
勉強会や研修会を利
用して情報交換、関
係強化（参加施設、
人員の増加）

各検査部門による他
施設との定期勉強会
の開催及び交流（参
加：５施 設、 １２
名）

参加施設と参加人
員の増加（７施
設、２０名）

Ｈ２７年度
参加施設と参加
人員の増加（６
施設、１５名）

Ⅲ③

Ⅲ③1

Ⅲ③1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅲ③1-1-1

敬老会など地域の会
合などへの積極的な
病院職員のによる健
康管理や医療情報の
分かりやすい解説と
病院の現状（機能分
担の必要性など）に
ついての説明

市立病院として地域
への情報発信力に弱
い部分があると思わ
れる

地域での講習会活
動を活発化し、情
報の提供と病院受
診時の安心感・信
頼度を高める

Ｈ２５年度

病院職員の地域
での講習会活動
への参加者を増
加させる

Ⅲ③1-1-2
社会貢献活動（CSR）
の実施

いのちの授業と小児
救急の出前講座の実
施

全部署で出前講座
が実施できる体制
を整える

Ｈ２６年度
各種出前講座の
検討

Ⅲ③1-1-3

★毎月外来でテーマ
を設定したイベント
開催

「看護の日」「糖尿
病の日」に実施

毎月開催の実施 Ｈ２７年度 企画検討

Ⅲ③1-1-4
地域や学校での専門
知識などの情報発信

前年まで健康ﾌｪｽﾃｨﾊﾞ
ﾙへ参加

学校や地域（公民
館、催し物など）
へ出向いて情報発
信

Ｈ２７年度

学校や地域（公
民館、催し物な
ど）で実施する
ための準備

Ⅲ③1-1-5
病院内ボランティア
活動の推進と組織化

傾聴ボランティアや
日赤・草取りボラン
ティアの 個人 活動
（組織は 存在 しな
い）

病院ボランティア
組織の結成

Ｈ２７年度

まちひろのボラ
ンティアコー
ディネーターと
の連携を強化す
る。傾聴ボラン
ティア活動の毎
日の実施、認知
症ｻﾎﾟｰﾀｰの活
用、ボランティ
ア講座の開催、
ボランティアへ
のサービスの検
討、事前研修の
実施

１ 地域住民との連携の強化

・地域医療連携室のさらなる人的充実や市民・ボランティアとの協働による取り組み
により、地域住民との連携の強化に努めます。

③地域・家庭を基盤にしたネットワークの構築
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Ⅳ

Ⅳ①

Ⅳ①1

Ⅳ①1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ①1-1-1
診療報酬の算定漏れ
及び誤請求の防止

レセプト（診療報酬
明細書）点検ソフト
の活用による誤請求
の防止、保険医療検
討部会において減点
査定・返戻等に対し
て対策を講じている
査定率0.2％

査定率の目標値
0.18％以下

Ｈ２５年度
査定率の目標値
0.18％以下

Ⅳ①1-1-2

★国のがん診療連携
拠点病院の新基準を
満たす体制の整備

県指定のがん診療拠
点病院

国指定のがん診療
連携拠点病院の取
得

Ｈ２５年度
情報収集と条件
整備

Ⅳ①1-1-3
病棟薬剤業務実施加
算の算定

常駐薬剤師の配置が
できていない

すべての病棟に薬
剤師を常駐させる

Ｈ２５年度

業務ローテー
ションを工夫
し、常駐薬剤師
を確保する

Ⅳ①1-1-4
★心大血管リハビリ
施設基準の取得

取得していない
心大血管リハビリ
施設基準の取得

Ｈ２６年度
場所、器材、人
員の確保

Ⅳ①1-1-5

医師事務作業補助体
制加算の上位施設基
準の取得

平成25年4月時点では
25：1

最上位15：1の加算
取得

Ｈ２７年度 20：1の加算取得

Ⅳ①1-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ①1-2-1
遠方地滞納者等の収
納率向上対策

平成24年度以前の知
多半島5市・5町住所
地以外の 滞納 者件
数・金額（平成25年4
月末現在）
760件　80,222,600円

760件
80,222,600円

Ｈ２５年度

コンビニ収納の
実施
760件
80,222,600円

Ⅳ①1-2-2

過年度医療費滞納者
に対する 法的 措置
「支払督促」等の実
施

平成24年度以前の滞
納者件数・金額(平成
25 年 4 月 末 現 在 ）
1,834件
219,552,210円

1,834件
219,552,210円

Ｈ２６年度
1,467件
175,641,770円

Ⅳ①1-2-3

現年の医療費滞納者
に対する 法的 措置
「支払督促」等の実
施

市長・院長名の督促
状の発送、弁護士名
の催告状 の発 送、
「支払督促」等の実
施

新規発生滞納額の
回収率100％

継続 回収率100％

Ⅳ①2

Ⅳ①2-1

・滞納発生初期段階の適切な対応と長期滞納への法的措置を含めた厳格な対応によ
り、未収金の削減を図ります。

２ 手術件数の増加と患者数の確保

・急性期病院として、規模に相応しい手術件数が確保できるよう、条件整備に努めま
す。

　◆将来の姿－安定した黒字経営の病院－
　　信頼される病院であるためには、質の高い医療を提供し続けることが重
  要であり、そのために健全な経営基盤を築き維持していきます。

①収入の確保

１ 診療報酬の適切な請求と未収金対策の強化

・国の制度改正等の長期ビジョンの動向を注視し、診療報酬改定に即した取り組みを
実施し、上位施設基準の取得を目指します。

≪基本方策≫

基本方針
Ⅳ．病院経営の健全化に努め、安定・継続的に医療サービスを提供します。

11 ★は優先度の高い取組み



具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ①2-1-1

開業医訪問での連携
のアピールによる知
多半島医療機関、特
に阿久比町からの手
術対象患者の紹介の
増加

一定の患者が刈谷豊
田総合病院・藤田保
健衛生大等に流れて
いると思われる

阿久比町住民の入
院患者数を10,000
人以上にする

Ｈ２６年度
阿久比町住民の
入院患者数
8,000人

Ⅳ①2-1-2

★手術室 の全 室稼
動、入室時間を早め
る

手術室9室のうち稼動
は7室

全室稼動と入室時
間を早める

Ｈ２７年度 －

Ⅳ①2-1-3
術中モニタリング検
査の拡大

限られた手術のみ実
施
整形：脊髄症例90％
脳外：一部の症例

整形：脊髄症例
100％
脳外：各症例の実
施率向上

Ｈ２７年度

整形：脊髄症例
100％
脳外：各症例の
実施率向上

Ⅳ①2-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ①2-2-1
病院機能評価の更新
受審

平成26年8月で認定期
間が満了

病院機能評価更新
認定

Ｈ２６年度 更新受審準備

Ⅳ①2-2-2
★新病院建設構想の
具体化

院内検討 基本構想決定 Ｈ２８年度
基本構想の前段
階として将来計
画の策定

Ⅳ②

Ⅳ②1

Ⅳ②1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ②1-1-1

診療材料の新規採用
にあたっての医療機
器・診療材料部会で
の検討

高額の医療機器以外
は、医療機器・診療
材料部会の検討がな
されていない

新規品は必ず検討
部会で納入価の情
報を検討したうえ
で採用する

Ｈ２５年度
毎月の検討部会
で新規採用品リ
ストの検討

Ⅳ②1-1-2

定期的な診療材料の
見直しによる安全性
の向上と購入費の節
減

医師の要望で登録さ
れる診療材料が増加
している

診療材料を定期的
に見直すシステム
の構築

Ｈ２５年度
診療材料を定期
的に見直すシス
テムの構築

Ⅳ②1-1-3
価格交渉による薬品
費の削減

毎年価格交渉により
薬価の削減に努めて
いる

削減率1～2％
（対前年）

Ｈ２５年度
削減率1～2％
（対前年）

Ⅳ②1-1-4

★ベンチマークを活
用した新規診療材料
の価格交渉の強化

コンサルタントのベ
ンチマークを利用し
ているが、平均価格
程度での購入となっ
ている

最低価格での購入
を基本とする

Ｈ２７年度
全て平均価格以
下とする

Ⅳ②1-1-5
品目別に目標価格を
設定した価格交渉

病院側での価格設定
が効果を挙げている
ため、引き続き継続
実施する

コンサルに頼らな
い病院独力の交渉
を目指す

Ｈ２７年度 削減率　２％

Ⅳ②1-1-6
適正な業者数での集
約による交渉

適正と思われる業者
数

地域最安価 Ｈ２７年度
高額試薬の価格
交渉

Ⅳ②1-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ②1-2-1

造影剤のジェネリッ
ク（後発）薬品積極
的採用

CT検査/先発３：後発
３
MRI検査/先発５：後
発０
血管/先発２：後発３

造影剤のジェネ
リック薬品
採用率８０％

Ｈ２７年度

ＣＴ検査用造影
剤の見直し
(H26.MRI/H27.血
管）

Ⅳ②1-2-2
ジェネリック薬品の
採用品目数の増加

ジェネリック薬品の
採用率8.72%

ジェネリック薬品
の採用率15%

Ｈ２７年度
ジェネリック薬
品の採用率10%

②費用の削減

１ 診療材料費・薬品費・委託費の削減

・ベンチマークの活用や価格交渉力の向上により、診療材料費の削減を図ります。

・ジェネリック薬品の採用により、薬品費の削減を図ります。

・質の高い医療を提供するとともに、周辺病院等の動向を踏まえ、適切に施設の改修
等を実施し、魅力ある病院づくりに努め、患者数の確保を図ります。
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Ⅳ②1-3

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ②1-3-1

再契約時の機器状態
によるグレ－ド見直
し

更新時に見直し実行
コスト分析による
最適な契約

再契約時
更新時に見直し
実行

Ⅳ②1-3-2

医療安全を担保しつ
つ、保守内容を検討
して交渉を重ねるこ
とによる更なる委託
費の削減

機器の更新で新たな
契約が発生し委託費
が増える傾向にある
が、個々の契約は、
交渉によって削減を
行っている

１契約あたり
２％削減

毎年度継続

点検や修理実績
から修繕費を予
測し、計画的に
契約内容の見直
しや委託費の削
減を行う
1契約あたり２％
削減

Ⅳ②2

Ⅳ②2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ②2-1-1

検査部門でCTやMRIの
ように機器を２台以
上保有す場合は機器
のメーカーを統一し
購入費や委託費を低
減

ほぼ統一されている
が、一般撮影のよう
に混在している部門
もあり今後の更新計
画で検討を要する

一般撮影室の装置
メーカーを統一化
する

Ｈ２６年度

装置の統一化を
推進
検査効率の向上
提供画像の標準
化

Ⅳ③

Ⅳ③1

Ⅳ③1-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ③1-1-1
トップダウンによる
目標の周知徹底

周知が行き届いてい
ない

院長をはじめとす
る幹部職員とすべ
ての職員が同じ目
標を共有する

Ｈ２５年度
効率的かつ有効
な手法の検討・
実施

Ⅳ③1-1-2

★すべての職員が一
致して取り組むこと
のできる目標の設定

日常業務の消化に追
われている

すべての職員が理
想の病院づくりに
向けた目標を共有
する

Ｈ２７年度
将来計画の策定
と職員への周知

Ⅳ③1-1-3

★医療事務部門、経
営部門のプロパー職
員化

正規事務職員は市で
の一括採用であり、
市組織からの異動に
よる配置となってい
る

医療事務の専門化
や経営戦略化のた
め、直接雇用と専
門職業化を図る

Ｈ２７年度
プロパー職員化
の検討

Ⅳ③1-2

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ③1-2-1
改革プランへの優先
度の表記

目標や取り組みに関
する優先度が必ずし
も明確となっていな
い

優先度を明確に表
記

Ｈ２５年度
改革プランへの
優先度の表記

Ⅳ③1-2-2
医療安全に関する適
正なコストの検証

医療安全にかかるコ
ストはある程度採算
性に捉われずに優先
させる必 要が ある
が、コストの適正性
については検証する
必要がある

科学的根拠に基づ
いた適正なコスト
による医療安全対
策の実施

Ｈ２５年度

科学的根拠に基
づいて、医療安
全にかけるコス
トを判断する

・トップダウンによる目標の明確化と戦略的組織の構築を図ります。

・採算のみに捉われずに達成する目標、意識しつつもコストを優先させずに達成する
目標、コストを前面に意識して達成する目標等、優先度を明確に区分し、取り組みま
す。

・保守・メンテナンス費用のコスト分析を行うなど、委託費の削減を図ります。

２ 医療機器の統一化

・科別保有機器の共有化や機種・メーカーの統一化等により機器の種類を減らし、購
入費やメンテナンス費の削減を図ります。

③病院経営の戦略化

１ ミッション・ビジョンの明確化

13 ★は優先度の高い取組み



Ⅳ③2

Ⅳ③2-1

具体的取組み 現状・現状値 目標・目標値 達成目標年度 25年度目標・目標値

Ⅳ③2-1-1
★新病院開設時の最
適な経営形態の検討

地方公営企業法一部
適用

地方公営企業法全
部適用

平成２７年
メリット・デメ
リットの再検証

２ 病院経営形態の検討

・経営状況や経済・社会情勢を勘案し、転機を迎える際には、最適な経営形態となる
よう検討するものとし、当面は地方公営企業法全部適用への移行を図るものとしま
す。

14 ★は優先度の高い取組み



共通重点項目
ⅰ人材確保
◇医師正規職員採用計画

25年度 26年度 27年度 29年度 34年度

消化器内科 8 9 9 9 10 10
呼吸器内科 5 5 5 5 5 6
腎臓内科 5 5 5 5 5 5
糖尿・内分泌内科 3 3 3 3 3 3
内科（その他） 4 3 4 5 5 6
循環器科 7 8 8 8 9 9
心臓外科 0 1 1 2 2 3
外科 9 9 9 9 9 10
脳神経外科 6 6 6 6 7 7
整形外科 7 7 8 8 9 9
小児科 6 6 6 6 7 7
眼科 2 2 2 2 2 2
産婦人科 4 5 5 5 6 7
耳鼻咽喉科 3 3 3 3 3 3
皮膚科 2 2 2 2 2 2
泌尿器科 2 2 2 2 2 2
精神科 2 2 2 2 2 2
放射線科 1 1 1 2 2 3
歯科口腔外科 2 3 3 3 3 3
麻酔科 3 3 3 4 4 5
病理診断科 1 1 1 1 2 2
中央臨床検査科 1 1 1 1 1 2
リハビリテーション科 1 1 1 1 1 2
救命救急センター 2 2 2 2 3 5
合計 88 90 92 96 104 115

研修医 16 14 17 18 18 18

24年度
（現状値）
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共通重点項目

◇看護師・コメディカル正規職員採用計画

24年度
（現状値）

25年度 26年度 27年度 29年度 34年度

看護師 377 373 379 385 397 419
助産師 20 24 25 26 28 30
看護師 344 337 342 347 357 377
准看護師 13 12 12 12 12 12

医療技術員 94 97 101 103 106 107
薬剤師 19 21 22 23 24 25
放射線技師 21 21 21 21 21 21
臨床検査技師 24 23 24 24 24 24
理学療法士 6 7 8 9 11 12
作業療法士 4 4 4 4 4 4
医療技術士 2 2 1 1 1 1
管理栄養士 2 2 3 3 3 3
歯科衛生士 2 2 2 2 2 2
心理士 2 2 2 2 2 2
視能訓練士 3 3 3 3 3 3
臨床工学技士 6 7 7 7 7 7
言語聴覚士 3 3 4 4 4 3

事務職 24 25 26 26 29 29
事務員 22 22 22 22 25 25
医療福祉相談員 2 3 4 4 4 4

労務職 9 6 6 5 5 1
療務員 9 6 6 5 5 1

◇看護助手・メディカルアシスタント（ＭＡ：医師事務作業補助）
看護助手 31 40 49 58 63 65
ＭＡ 24 28 32 34 35 35

16



共通重点項目
ⅱ広報活動・情報提供の充実、情報の共有

病
院
だ
よ
り

市
報
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト

Ｈ
Ｐ

そ
の
他

病
院
だ
よ
り

市
報
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト

Ｈ
Ｐ

そ
の
他

病
院
だ
よ
り

市
報
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト

Ｈ
Ｐ

そ
の
他

・救命救急センターの適正利用 ◎ ○ ○ ○

・クリニカルインディケータ ◎ ○ ○

・災害時の病院機能 ◎ ◎ ○ ○

・患者アンケートの結果 ○ ○ ○

・院長への手紙の回答 ◎ ○ ○ ○

・医療安全への取組状況 ○ ○ ○

・かかりつけ医の推進 ◎ ○ ○ ○

・在宅医療の知識 ◎ ◎ ○ ○

・地域医療連携室の活動状況 ○ ○ ○

・経営状況 ○ ○ ○

※◎新規
　○継続

２５年度 ２６年度 ２７年度
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≪経営指標≫

財務内容の改善に係る指標 （実績値） （実績値） （実績値）

　20年度 　21年度 　22年度 　23年度

(1) (%) 100.1 102.5 104.0 104.8

(2) (%) 97.9 99.9 100.8 102.3

(3) (%) 49.6 50.9 52.1 50.8

(4) (%) 9.7 9.1 9.2 9.4

(5) （千円） 6,382 272,683 425,150 522,416

(6) （千円） 0 0 0 0

(7) (%) -5.7 -9.0 -11.5 -16.5

(8) （千円） 558,518 972,745 882,362 978,490

(9) （千円） 1,031,251 1,058,019 1,094,179 1,113,143

(1) (千円） 3,199,583 2,825,009 2,486,272 2,542,213

(2) (%) 30.8 27.2 23.7 23.3

医 師(人) 20.2 20.8 20.8 21.7
看 護
部 門(人) 83.6 89.6 91.1 92.0

全 体(人) 128.8 136.8 140.8 147.5

(1) （人） 159,810 153,818 157,735 160,153

(2) （人） 262,049 259,986 246,451 242,267

(3) (%) 87.6 84.3 86.6 87.7

(4) (日) 12.4 11.7 12.0 11.4

(5) (円) 45,842 45,317 44,504 46,427

(6) (円) 10,170 11,273 11,700 11,901

(7) (円) 290,966 280,034 260,888 260,080

(1) (千円） 10,413,119 10,817,434 10,361,866 10,429,322

(2) (千円） 299,996 432,630 287,173 933,891

(3) (千円） 2,199,409 2,275,260 2,186,982 3,055,372

(4) (千円） 1,602,743 1,342,743 987,206 1,248,883

医療機能の確保に係る指標

項　　　　　　目 　20年度 　21年度 　22年度 　23年度

(1)

(件) 1,745 1,740 1,626 1,741

(件) 545 691 644 601

(件) 127 99 66 99

(件) 145 187 163 145

　精神保健医療 (件) － － － －

(件) 26,814 28,772 25,273 25,806

(件) 441 445 464 474

(件) 21,800 21,101 18,725 18,599

(2) (人) 8 10 10 10

サービス向上に係る指標

項　　　　　　目 　20年度 　21年度 　22年度 　23年度

(1) 81.3% 80.8% 78.4% 78.9%

(2) 66.8% 70.5% 70.5% 77.9%

外 来 延 患 者 数

一 般 病 床 利 用 率

平 均 在 院 日 数 （ 一 般 病 床 ）

５疾病５事業に係る取り扱い件数（取り扱い比率）

　周産期医療（分娩件数）

経
営
の
安
定
性
に
係

る
も
の

純 資 産 額 （ 資 産 ー 負 債 ）

経 常 損 益 額

入 院 延 患 者 数

資 金 不 足 額

外来患者一人１日当たり診療収入

医 師 一 人 １ 日 当 た り 診 療 収 入

減 価 償 却 前 収 支 額

第１次改革プラン

現 金 保 有 残 高

　小児医療（小児救急含む）

　救急医療

100 床 当 た り 職 員 給 与 費

流 動 資 産

流 動 負 債

　がん

　脳卒中

　急性心筋梗塞

　糖尿病

資　 　金　 　不　 　足　 　比　 　率

経
費
削
減
に
係
る
も
の

(3)

収
入
確
保
に
係
る
も
の

入 院 患 者 一 人 １ 日 当 り 診 療 収 入

材 料 費 対 医 業 収 益 比 率

100 床 当 た り 職 員 数

臨 床 研 修 医 の 受 入 人 数

退院患者さんアンケート（入院全般）

項　　　　　　目

収
支
改
善
に
係
る
も
の

医 薬 材 料 費

委 託 費 対 医 業 収 益 比 率

経 　　常　 　収　 　支　 　比　 　率

医 　　業　 　収 　　支　 　比　 　率

職 員 給 与 費 対 医 業 収 益 比 率

外来患者さんアンケート（医師の説明）

18



（計画値） （計画値） （計画値）

24年度 25年度 26年度 27年度 コメント

107.8 102.1 104.6 103.8 経常収益／経常費用×100　：割合が高いほど評価が高い。

106.8 101.1 104.6 104.0 医業収益／医業費用×100：割合が高いほど評価が高い。

48.8 52.1 49.9 50.4 職員給与費／医業収益×100：割合が低いほど評価が高い。

9.1 10.0 9.6 9.6 委託費/医業収益×100：割合が低いほど評価が高い。

862,161 244,942 524,745 441,299 経常収益―経常費用：プラスなら経常黒字

0 0 0 0 流動負債－流動資産：プラスなら不足、マイナスならば０

-24.7 -24.9 -29.0 -33.0 資金不足額/医業収益：マイナス数値が高いほど評価が高い。

1,306,935 682,992 980,745 903,590 事業収益-（事業費用-減価償却費）：大きいほど評価が高い。

1,120,824 1,181,946 1,148,096 1,158,517 職員給与費／病床数/100：小さいほど評価が高い。

2,555,843 2,627,089 2,610,000 2,610,000 薬品+診療費の合計費用：収益との関係があり評価できず。

22.3 23.2 22.7 22.7 材料費/医業収益×100：割合が低いほど効率が高い。

21.6 22.3 22.3 22.7 一般的には同じ収益ならば職員数は低いほど良いとされる

94.5 95.7 94.9 96.1 が、方針として医師や看護師は増員して７対１看護を目指し

148.2 150.0 149.4 151.0 ているので低評価。

160,411 156,950 158,045 158,045 患者数増加となり評価アップ。

244,609 242,780 242,550 242,550 　　　　　　　〃

88.1 86.2 86.8 86.8 入院延患者数/年延病床数×100：割合が高いほど評価が高い。　

11.5 11.4 11.4 11.4 １人の患者が入院に要する平均日数：低いほど評価が高い。

49,642 50,698 51,302 51,302 金額が高いほど高度治療を行うとして評価が高い。

11,913 11,898 11,960 11,960 　　　　　　　〃

276,956 266,734 270,751 265,976 （外来＋入院収益）/年延べ医師数：金額が高いほど評価が高い。

11,037,103 10,828,076 11,157,906 11,408,097 金額が高いほど評価が高い。

1,789,536 1,945,558 2,401,558 2,857,558 一定のレベルまでは、金額が高いほど評価が高い。

3,930,833 4,114,954 4,579,954 5,044,954 １年内に現金化が可能とされる資産

1,107,371 1,293,756 1,248,150 1,258,025 １年内に支払わねばならない借金

24年度 25年度 26年度 27年度

1,800 1,820 1,840 1,860

550 580 610 640

103 105 110 115

200 210 220 230

－ － － －

25,806 25,600 25,900 26,200

433 450 460 470

16,845 17,500 18,000 18,500

6 9 9 9 平成２５年度はマッチング結果

24年度 25年度 26年度 27年度

81.7% 82.0% 83.0% 84.0% 年２回実施するアンケート結果の平均値

73.4% 75.0% 76.0% 77.0% 年２回実施するアンケートの平均値

第２次改革プラン
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≪経営指標≫

　　・収支計画

収益的収支

　　 年 度
20年度 21年度 22年度 23年度

 区 分 （決算） （実績値） （実績値） （実績値）

１. 10,386,181 10,391,898 10,475,096 10,932,387

(1) 9,991,180 9,901,438 9,903,315 10,318,512

7,326,015 6,970,590 7,019,902 7,435,397

2,665,165 2,930,848 2,883,412 2,883,115

(2) 395,001 490,460 571,781 613,875

122,853 132,269 132,766 133,010

122,853 132,269 132,766 133,010

0 0 0 0

２. 694,773 679,949 685,659 582,592

(1) 527,147 519,044 498,234 466,990

527,147 517,731 497,234 466,990

0 1,313 1,000 0

(2) 50,000 50,000 70,000 0

0 0 0 0

50,000 50,000 70,000 0

(3) 42,464 24,682 31,732 34,332

(4) 75,162 86,223 85,693 81,270

11,080,954 11,071,847 11,160,755 11,514,979

１. 10,609,315 10,401,212 10,395,906 10,687,942

(1) 5,156,253 5,290,094 5,459,952 5,554,583

2,171,728 2,249,713 2,250,887 2,229,905

278,292 227,208 404,187 347,159

2,706,233 2,813,173 2,804,877 2,977,519

(2) 3,199,583 2,825,009 2,486,272 2,542,213

1,261,351 1,219,762 1,308,464 1,283,281

(3) 1,632,181 1,661,825 1,737,275 1,874,764

982,438 944,125 962,714 1,030,057

(4) 560,325 582,518 677,662 678,053

(5) 60,973 41,766 34,745 38,329

２. 465,257 397,952 339,702 304,621

(1) 165,782 149,169 119,330 73,279

516 36 0 0

(2) 299,475 248,783 220,372 232,639

11,074,572 10,799,164 10,735,608 10,992,563

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) 6,382 272,683 425,147 522,416

支 払 利 息

そ の 他

う ち 一 時 借 入 金 利 息

支
　
　
　
　
　
　
出

材 料 費

医 業 外 費 用

(C)

退 職 手 当

基 本 給

ｂ医 業 費 用

職 員 給 与 費

(A)経 常 収 益

国 ( 県 ) 補 助 金

そ の 他

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

入 院 収 益

外 来 収 益

う ち 他 会 計 負 担 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

一 時 借 入 金 利 息 分

そ の 他

ａ医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金

他 会 計 補 助 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

そ の 他

う ち 委 託 料

減 価 償 却 費

経 費

う ち 薬 品 費

そ の 他

(B)経 常 費 用

第１次改革プラン
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(単位：千円）

24年度 25年度 26年度 27年度
（実績値） （計画値） （計画値） （計画値）

11,449,540 11,317,379 11,480,000 11,480,000

10,877,174 10,845,656 11,009,000 11,009,000

7,963,191 7,956,986 8,108,000 8,108,000

2,913,983 2,888,670 2,901,000 2,901,000

572,366 471,723 471,000 471,000

137,198 90,233 90,233 90,233

137,198 90,233 90,233 90,233

0 0 0 0

429,722 423,826 453,400 468,531

269,247 118,249 103,816 102,979

269,247 118,249 103,816 102,979

0 0 0 0

33,748 184,415 230,584 245,552

0 0 0 0

33,748 184,415 230,584 245,552

28,976 32,972 26,000 26,000

97,751 88,190 93,000 94,000

11,879,262 11,741,205 11,933,400 11,948,531

10,721,874 11,192,314 10,980,000 11,038,669

5,592,913 5,897,911 5,729,000 5,781,000

2,283,835 2,427,562 2,350,000 2,420,000

231,493 105,463 270,000 249,000

3,077,585 3,364,886 3,109,000 3,112,000

2,555,843 2,627,089 2,610,000 2,610,000

1,281,009 1,305,730 1,305,000 1,305,000

1,857,638 1,953,245 1,900,000 1,900,000

1,041,515 1,127,513 1,102,000 1,102,000

675,220 671,438 699,000 705,291

40,260 42,631 42,000 42,378

295,227 303,949 428,655 468,563

55,850 56,117 49,032 46,051

0 0 0 0

239,377 247,832 379,623 422,512

11,017,101 11,496,263 11,408,655 11,507,232

862,161 244,942 524,745 441,299

第２次改革プラン

成　　　果
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≪経営指標≫

　　 年 度
20年度 21年度 22年度 23年度

 区 分 （決算） （実績値） （実績値） （実績値）

１. 0 128,192 0 1,614

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

２. 8,189 10,648 220,450 223,593

特　別　損　益　(D)－(E) -8,189 117,544 -220,450 -221,979

-1,807 390,227 204,697 300,437

2,886,902 2,496,675 2,291,978 1,991,541

2,199,409 2,275,260 2,186,982 3,055,372

1,805,540 1,770,840 1,827,872 2,055,114

1,602,743 1,338,768 987,206 1,248,883

　 0 0 0 0

1,597,842 1,338,768 983,359 1,247,631

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0
(G)
ａ 27.8 24.0 21.9 18.2

(ｵ)
ａ 0.0 0.0 0.0 0.0
ａ
ｂ 97.9 99.9 100.8 102.3

-596,666 -932,517 -1,199,776 -1,806,489
(H)
ａ -5.7 -9.0 -11.5 -16.5

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入

差引
不 良 債 務

( ｲ )-{( ｱ )-( ｳ )}

純 損 益 (C)＋(F)

不 良 債 務 解 消 分

特
 

別
 

損
 

益

う ち 他 会 計 繰 入 金

そ の 他

×100

資 金 不 足 比 率 ×100

(ｱ)

特 別 損 失 (E)

(ｴ)

(ｵ)

又 は 未 発 行 の 額

(F)

累 積 欠 損 金 (G)

う ち 一 時 借 入 金

う ち 未 払 金

う ち 未 収 金

特 別 利 益

不 良 債 務 比 率

医 業 収 支 比 率

(H)

(D)

流 動 負 債 (ｲ)不
 

良
 

債
 

務

流 動 資 産

翌 年 度 繰 越 財 源 (ｳ)

第１次改革プラン

×100

累 積 欠 損 金 比 率 ×100

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額

22



24年度 25年度 26年度 27年度
（実績値） （計画値） （計画値） （計画値）

1,215 2 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

231,661 233,390 243,000 243,000

-230,446 -233,388 -243,000 -243,000

631,715 11,554 281,745 198,299

1,359,826 1,348,272 1,066,527 868,228

3,930,833 4,114,954 4,579,954 5,044,954

2,074,365 2,107,177 2,246,891 2,249,740

1,107,371 1,293,756 1,248,150 1,258,025

0 0 0 0

1,103,542 1,291,446 962,763 972,637

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

11.9 11.9 9.3 7.6

0.0 0.0 0.0 0.0

106.8 101.1 104.6 104.0

-2,823,462 -2,821,198 -3,331,804 -3,786,929

-24.7 -24.9 -29.0 -33.0

第２次改革プラン

成　　　果
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≪経営指標≫

資本的収支

　　 年 度
20年度 21年度 22年度 23年度

 区 分 （決算） （実績値） （実績値） （実績値）

１. 1,239,300 463,300 326,400 427,900

２. 110,000 210,702 100,000 100,000

３. 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

４. 0 0 0 0

５. 0 0 0 0

６. 0 0 1,102 2,075

７. 0 0 0 1,770

８. 0 3,436 1 2,102

９. 0 0 720 0

1,349,300 677,438 428,223 533,847

0 0 0 0

0 0 0 0

純計(a)－{(b)＋(c)} 1,349,300 677,438 428,223 533,847

１. 1,347,403 683,589 298,341 378,497

0 0 0 0

２. 645,513 659,914 1,087,768 763,964

645,513 659,914 1,087,768 763,964

0 0 0 0

３. 0 0 0 0

４. 8,800 23,340 30,720 34,170

0 0 0 0

2,001,716 1,366,843 1,416,829 1,176,631

差　引　不　足　額　(B)－(A) 652,416 689,405 988,606 642,784

１. 650,755 688,570 988,224 642,417

２. 0 0 0 0

３. 0 0 0 0

４. 1,661 835 382 367

652,416 689,405 988,606 642,784

補てん財源不足額　(C)－(D) 0 0 0 0

0 0 0 0

(E)－(F) 0 0 0 0

企 業 債 償 還 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

他 会 計 負 担 金

支
　
　
出

(D)

他 会 計 借 入 金

実 質 財 源 不 足 額

そ の 他

う ち 職 員 給 与 費

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入

他 会 計 補 助 金

うち災害復旧のための企業債分

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

前年度許可債で当年度借入分

国 ( 県 ) 補 助 金

投 資 回 収 金

う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

支 出 の 財 源 充 当 額

固 定 資 産 売 却 代 金

そ の 他

収 入 計

(b)

(a)

(c)

企 業 債

(F)
又 は 未 発 行 の 額

(A)

(B)

(C)

建 設 改 良 費

う ち 繰 延 勘 定

支 出 計

うち建設改良のための企業債分

収
　
　
　
　
　
　
入

第１次改革プラン

(E)

う ち 基 準 外 繰 入 金

他 会 計 出 資 金
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(単位：千円）

24年度 25年度 26年度 27年度
（実績値） （計画値） （計画値） （計画値）

346,000 355,700 264,800 844,000

109,807 289,103 257,367 243,236

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

15,000 72,690 0 0

14,690 1 1 1

150 1 1 1

0 1 1 1

485,647 717,496 522,170 1,087,239

0 0 0 0

0 0 0 0

485,647 717,496 522,170 1,087,239

504,913 478,587 315,000 894,000

0 0 0 0

493,732 522,015 458,243 429,666

493,732 522,015 458,243 429,666

0 0 0 0

0 0 0 0

33,240 35,280 34,000 34,000

0 0 0 0

1,031,885 1,035,882 807,243 1,357,666

546,238 318,386 285,073 270,427

545,613 317,871 284,558 269,912

0 0 0 0

0 0 0 0

625 515 515 515

546,238 318,386 285,073 270,427

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

第２次改革プラン

成　　　果
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